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原稿冒頭には「大正八年団子坂」
とある。つまり、乱歩が弟たちと古本屋「三人書房」を営んでいた時期のものだということになる。「団子坂三人書房時代」は、 「貼雑年譜」によると、大正八年二月から大正九年十月で、数え年で二十六、七歳であった。大学を卒業した乱歩は、加藤洋行という商社や 鳥羽造船所に勤めたが、いずれ 長く続かず、 東京で古本屋を開くことにする。そのかたわら 「浅草オペラ後援会」「東京パック編輯」 「支那蕎麦屋」など、様々な職を試みた時期 もあった。大正八年十一月に 鳥羽時代に知り合った村山隆と結婚もしている。
この時期に、乱歩はいくつかの映













































ことが「貼雑年譜」からはわかるのだが、この 演説」は 聴衆の側ら描かれている。 会の中で、その喧騒に呑まれつつも、そこから心理的に距離をとって、眺めるような視点で記述されているのが特色になっている。また、冒頭の朦朧とした
感覚を描く手つきは、のちの乱歩にも通じるようなものを見出すこともできるだろう。
後年、随筆「群集のなかのロビン
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ディアでも江戸川乱歩邸が取り上げられました。テレビ朝日「ちい散歩」 （九月六日放送）で紹介されたほか、昨年度取材を受けた「週刊漫画ゴラク 連載の「東京シャッターガール」は 二〇一二年二月に単行本化されました（乱歩邸は第九話で紹介されています） 。
▽二〇一二年三月現在、土蔵入口付近
の補修工事がおこなわれています。扉部分を補強し、これまで以上に公開する機会 増やすことができるのではないかと思われます。これについては次号でご報告できるはずです。
（落合）
